
北大阪急行線延伸事業の市負担額を１５億円減額
～補正予算を６月議会に提案しました～

平成２９年（2017 年）５月３１日（水）

平成２９年（２０１７年）５月３１日（水）

箕面市は、平成３２年度開業予定の北大阪急行線の延伸事業（千里中央駅～（仮称）

新箕面駅）において、箕面市の事業負担額を１５億円減額する補正予算を６月議会に提

案しました。

これは、大阪大学箕面キャンパスの移転や新文化ホールの整備などまちづくりが具体

化したことに伴い、鉄道利用の需要増が見込まれるため、北大阪急行電鉄株式会社が事

業費を３０億円増額負担すると決定したことによるものです。

これにより、国負担額および箕面市負担額がそれぞれ１５億円（合計３０億円）減額

し、箕面市の負担額は１８５億円から１７０億円になります。

なお、平成２９年３月３０日付けで、大阪府、箕面市、北大阪急行電鉄株式会社、阪

急電鉄株式会社の４者は、事業費の負担割合を変更する協定を締結しました。

・事業名： 北大阪急行線延伸整備事業（継続費）

・予算額： ５４８．９７億円 → ５１８．９７億円（３０億円減）

・期 間： 平成２８年度～平成３３年度

箕面市は、平成３２年度開業予定の北大阪急行線の延伸事業（千里中央駅～（仮称）

新箕面駅）において、箕面市の事業負担額を１５億円減額する補正予算を６月議会に提

案しました。

これは、大阪大学箕面キャンパスの移転や新文化ホールの整備などまちづくりが具体

化したことに伴い、鉄道利用の需要増が見込まれるため、北大阪急行電鉄株式会社が事

業費を３０億円増額負担すると決定したことによるものです。これにより、北大阪急行

電鉄株式会社の負担額が８０億円から１１０億円へ３０億円増額し、国負担額および箕

面市負担額がそれぞれ１５億円（合計３０億円）減額します。

なお、平成２９年３月３０日付けで、大阪府、箕面市、北大阪急行電鉄株式会社、阪

急電鉄株式会社の４者は、事業費の負担割合を変更する協定を締結しました。

補正前

予 算

補正後

予 算

全体事業費650億円

H28～H33整備継続費

設計事業 整備事業
北大阪急行電鉄

負担額

21.03億円 548.97億円 80億円

H24基本設計委託費
H25～H31設計継続費

北大阪急行電鉄負担額

80億円

設計事業 整備事業

21.03億円 518.97億円 30億円

報道資料 箕 面 市
緑豊かな北大阪都市みのお

補正予算の概要



北大阪急行線延伸整備事業（継続費）予算額及び年度割の変更

（箕面市負担額：１５億円減 国負担額：１５億円減）

○これまでの経緯

平成２６年３月３１日 北大阪急行線の延伸に関する基本合意

平成２７年１月 ６日 新文化ホールの整備方針の決定

平成２８年３月３０日 北大阪急行線の延伸に関する基本協定締結

平成２８年４月１２日 大阪大学箕面キャンパス移転にかかる正式合意

平成２９年３月３０日 北大阪急行線の延伸に関する基本協定における事業費の負担

割合を変更

○延伸線の概要

１．延伸区間 千里中央駅～（仮称）箕面船場駅～（仮称）新箕面駅

２．路線延長 約２.５ｋｍ

３．設置予定駅 （仮称）箕面船場駅：大阪府箕面市船場東３丁目付近

（仮称）新箕面駅：大阪府箕面市西宿１丁目付近

４．開業目標 平成３２(２０２０)年度

５．整備主体 箕面市及び北大阪急行電鉄

６．営業主体 北大阪急行電鉄

○費用負担割合

全体事業費６５０億円（建設費６００億円、車両費５０億円）

・建設費６００億円の負担割合

・車両費５０億円の負担割合

国と箕面市が折半して負担

○延伸線の範囲 添付資料

建 設 費

北大阪急行電鉄

[Ａ]

（受益相当額 １１０億円）

国

[Ｂ]

(建設費－Ａ)×１/２

大阪府

[Ｃ]

（建設費×１/６

かつ１００億円上限）

箕面市

(建設費－(Ａ+Ｂ+Ｃ))

H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度 H33 年度 合計

H29 補正前 113.60 35.86 116.96 142.06 140.41 0.08 548.97

H29 補正後 113.60 35.86 116.96 127.06 125.41 0.08 518.97

増 減 - - - ▲15.00 ▲15.00 - ▲30.00

お問い合わせ先

地域創造部鉄道延伸室

電話：072-724-6907（直通）

（単位：億円）

（参考）



○延伸線の範囲

※(仮称)箕面船場駅は、大阪府箕面市船場東３丁目付近、

(仮称)新箕面駅は、大阪府箕面市西宿１丁目付近とする。

北大阪急行線

駅

延伸線の範囲


